
※新型インフルエンザ流行に伴い中止していた「おはなし会」ですが、「そよかぜおはなしタイム」
　は３月から、ミッフィータイム・バーバタイムは４月から再開予定です。

図書館
だより

我孫子市民図書館
 市民図書館（アビスタ内）
            ℡04-7184-1110
 湖北台分館 ℡04-7187-3055
 布 佐 分 館  ℡04-7189-1311
 移動図書館 ℡04-7187-0909

図書館
だより

　第 ３ ７ 号（年３回発行）
　２ ０ １ ０ 年 ３ 月 １ ０ 日
　我 孫 子 市 民 図 書 館 発 行
　〒２７０－１１４７
　千葉県我孫子市若松２６－４
　http://www.library.city.abiko.chiba.jp/

「読み聞かせ」ってなあに　～子どもや孫に「読み聞かせ」をしていますか？～

ミッフィータイム（０歳～３歳とその保護者向け）

　市民図書館（アビスタ内）のみ　

　　毎月第２・４木曜日、午前１０時４０分～１１時

　　おはなしのへや

おはなし会について

そよかぜおはなしタイム

（幼児～小学生のお子さんとその保護者向け）

　移動図書館青山台ステーション（柴崎台北公園）

　※詳細は移動図書館日程表・図書館HPをご覧ください。

　

あかちゃんと
楽しむえほん

そよかぜおはなしタイムでの
絵本の読み聞かせ風景
（移動図書館青山台ステーション）

バーバタイム（４歳～９歳向け）

　市民図書館（アビスタ内）　

　　毎月第２・３土曜日、午後２時～２時３０分

　　おはなしのへや

　布佐分館

　　毎月第１・４土曜日、午前１１時～１１時３０分

　　２階おはなしのへや わたしたちのえらんだ
えほん９９＋１

おすすめする本のリスト
※図書館窓口でご用意しています（無料）

　おとうさん、おかあさん、おじいさん、おばあさん、子どもたちと一緒

に楽しい時間を過ごしていますか？何か、心がつながるようなひとときを

過ごしてみたいと思いませんか？

　そんな時、子どもたちに絵本の「読み聞かせ」をしてみてください。

静かな空間で、おとなの声に耳をすますとき、子どもたちはとても安らか

で静かな気持になります。そして、ものがたりの世界にひたるとき、ワク

ワク・ドキドキしながら読み手と聞き手は一緒にものがたりの世界を旅し

ます。それから満足のゆく結末にホッとして安堵感が訪れます。ほんの５

分か１０分で今まで行ったことのない世界に一緒に旅に出て共感し、心の

交流を体験することができるのです。

　ところで「読み聞かせ」する本は、どんな本でも良いという訳ではありません。

短い子ども時代です。想像力や考える力、人とのコミュニケーションの力やお話を楽しむ力を育てる

良い絵本に出会わせてあげてください。すぐに結果は出ませんが「読み聞かせ」を続けることで、子

どもに落ち着きが生まれ集中力が育ちます。絵本の中でのさまざまな体験は豊かな心を育むでしょう。

「読み聞かせのやり方がわからない」「効果があるのだろうか？」とお考えの方、一度図書館のおは

なし会にお子さんを連れて来てください。図書館のおはなし会では絵本の読み聞かせのほかに「素話

」といって「おはなし」を語ります。子どもは「おはなし」が大好きです。

また、図書館には「読み聞かせ」におすすめの本がたくさんそろっています。こどもにどんな本を読

んであげたらいいか悩んだときには、絵本に精通した図書館職員へ是非ご相談ください。

読み聞かせに
おすすめする本

すばなし



白
樺
主
催
「
音
楽
会
」
が

帝
国
ホ
テ
ル
に
て
午
後
八

時
か
ら
開
催

雑
誌
「
白
樺
」

柳　

宗
悦

志
賀
直
哉

武
者
小
路 

実
篤

１９１３年
 （大正２）

兼
子
に
出
演
依
頼
す
る
。

兼
子　

音
楽
会
で
日
本
人

初
の　

ハ
バ
ネ
ラ　

を

独
唱

１９１４年
 （大正３）

兼
子
と
結
婚
し
原
宿
柳

邸
内
に
新
居
を
持
つ

２月９月

我
孫
子
天
神
山
に
住
む

浅
川
伯
教
が
李
朝
の
壺

を
手
土
産
に
訪
れ
る
。

５月

松
江
に
住
む
。
近
く
に

里
見
弴
も
住
む

７月

新
聞
小
説
進
ま
ず
上
京

し
夏
目
漱
石
に
辞
退
依
頼

９月

京
都
に
住
む

１９１５年
 （大正４）

『
ヰ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
』

志
賀
直
哉
の
我
孫
子
移
住

の
世
話

６月

長
男
宗
理
出
生

『
そ
の
妹
』

我
孫
子
弁
天
山
（
柳
邸

近
く
）
に
住
む

９月

１９１６年
 （大正５）

１２月

我
孫
子
根
戸
に
住
む

１９１７年
 （大正６）

次
男
宗
玄
誕
生

庭
内
に
リ
ー
チ
窯
と
仕

事
場
完
成

５月
『
城
の
崎
に
て
』

６月
『
佐
々
木
の
場
合
』

８月
『
好
人
物
の
夫
婦
』

９月
『
赤
西
蠣
太
』

１０月
『
和
解
』

次
女
留
女
子
出
生

１９１８年
 （大正７）

「
新
し
き
村
」
根
戸
で

発
会
式
同
志　

人
と
建

設
（
宮
崎
県
日
向
）
に

着
手
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１９１９年
 （大正８）

１月
『
十
一
月
三
日
午
後
の
事
』
１月
『
幸
福
者
』

８月
「
耶
蘇
」
を
機
関
雑
誌

「
新
し
き
村
」
に
連
載

１０月
『
友
情
』
大
阪
毎
日
新
聞

に
連
載

１９２０年
 （大正９）

岸
田
劉
生
「
リ
ー
チ
を
送

る
に
臨
み
て
」
（
感
想
）

次
兄
楢
喬
死
去

１月

１月
『
小
僧
の
神
様
』『
或
る
男

 

其
姉
の
死
』

４月
『
焚
火
』

９月

三
女
寿
々
子
出
生

志
賀
直
哉
「
村
」
を
訪
ね

る
。

４月

近
く
の
宮
崎
県
川
南
村

に
第
２
の
「
新
し
き
村
」

建
設

１９２１年
（大正１０）

１９２２年
(大正１１)

１月
『
暗
夜
行
路
』
前
篇
連
載

開
始

２月
『
荒
絹
』

８月

祖
母
留
女
死
去

浅
川
伯
教
・
巧
ら
と

「
朝
鮮
民
族
美
術
館
」
設

立
を
計
画

我
孫
子
か
ら
赤
坂
へ
住
む

１月
『
第
三
の
隠
者
の
運
命
』

７月
『
或
る
男
』
改
造
に
連
載

始
め
る

７月
『
暗
夜
行
路
』
前
篇
刊
行

四
女
万
亀
子
出
生

３月

京
都
へ
住
む

滝
井
孝
作
も
京
都
へ
住
む

第五年三月号

(２５才 )

(３２才 )

白樺第六年九月号白樺第八年十月号白樺第十年四月号 白樺第九年七月号白樺第十一年五月号白樺第十二年一月号

 １９２３年
 (大正１２)

雑誌『白樺』は１９１０（明治４３）年４月に創刊され、１９２３（大正１２）年関東大震災により

終刊するまで１６０号が刊行されました。

その当時に手賀沼沿いに居を構えた柳宗悦、志賀直哉、武者小路実篤らが中心となり、小説・詩などの

作品が創作発表され、明治から大正へかけ近代文学活動の源になりました。

我孫子市白樺文学館では、“ 雑誌「白樺」創刊百周年記念展「第二部：柳宗悦の仕事」”を平成２２年

５月から行う予定です。

市民図書館（アビスタ内）と白樺文学館の地図

(３１才 )

表紙絵：バーナード・リーチ

し
ら
か
ば

や
な
ぎ
　
　  

む
ね
よ
し

し
　 

が
　  

な 

お  

や

む 

し 

ゃ 

の
こ 

う 

じ
　 

さ 

ね 

あ 

つ

１１月

尾
道
へ
行
く

『
清
兵
衛
と
瓢
箪
』

１月４月

帰
京

第
一
創
作
集
『
留
女
』

８月

山
手
線
に
は
ね
ら
れ
る

『
范
の
犯
罪
』

１０月

前
年　

月
に
房
子
と
結
婚
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４月
『
或
る
日
の
一
休
』

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
を
紹
介

１月

秦
西
美
術
展
覧
会
を
長

野
県
で
開
催

２月４月

ヰ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク

を
特
集

１２月

脚
本
『
わ
し
も
知
ら
な
い
』

１月８月
『
死
』
を
漱
石
に
す
す
め

ら
れ
、
志
賀
の
代
わ
り
に

朝
日
新
聞
小
説
に
連
載

春
に
兄
の
家
を
出
て
、

麹
町
で
借
家
住
ま
い

３月

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
を
特
集

１月

む
ね
み
ち

戯
曲
『
わ
し
も
知
ら
な
い
』

最
初
の
上
演

６月９月

千
駄
谷
に
住
む

小
石
川
に
住
む

リ
ー
チ
再
来
日(

原
宿

に
住
む)

８月

初
め
て
朝
鮮
旅
行
、
浅
川
巧

に
出
会
う
。
以
降　

回
渡
朝
）

６月

長
女
慧
子
出
生
、
翌
月

死
去12 月

(

　

夏
目
漱
石
死
去)

む
ね
も
と

白
樺
同
人
と
白
樺
美
術
館

建
設
図
る

こ
の
こ
ろ
宗
教
哲
学
論

発
表
を
盛
ん
に
行
う

『
日
本
武
尊
』

１月
『
カ
チ
カ
チ
山
』

『
花
咲
爺
』

７月

自
宅
に
「
我
孫
子
刊
行
会
」

を
つ
く
る

４月

創
作
集
『
夜
の
光
』

（
リ
ー
チ
装
丁
）

１月３月
『
或
る
朝
』

９月
「
新
し
き
村
」
建
設
に
向

か
う
武
者
小
路
実
篤
を

見
送
る
。

９月

４月

東
洋
大
教
授

５月

読
売
新
聞
に
『
朝
鮮
人

を
想
ふ
』
を
発
表

リ
ー
チ
窯
焼
失

４月

長
男
直
康
出
生
、
翌
月
死
去

６月
『
流
行
感
冒
』

な
ら
た
か

５月

兼
子
・
リ
ー
チ
と
渡
朝

『
真
鶴
』

５月

１月８月

妹
千
枝
子
ソ
ウ
ル
に
て

死
去
、
渡
朝

こ
の
年
房
子
と
離
婚
し
、

安
子
と
家
庭
を
持
つ

１月５月

瀧
井
孝
作
我
孫
子
に
住
む

８月

朝
鮮
光
化
門
取
り
壊
し

反
対
の
文
を
書
く

１２月

三
男
宗
法
誕
生
同
月
死
去

６月９月

関
東
大
震
災
、
こ
れ
を

機
に
「
白
樺
」
８
月
号

で
終
刊

９月
「
関
東
大
震
災
で
一
時
帰

京
」
（
実
家
は
焼
失
し
た

が
家
族
は
無
事
）

１２月

長
女
新
子
出
生

４月

女
子
英
学
塾
哲
学
講
師

神
田
で
リ
ー
チ
展
を
開
く

９月

関
東
大
震
災
で
長
兄
悦
多

死
去

よ
し
さ
わ

１１月

大
震
災
被
災
朝
鮮
人
救

済
の
た
め
の
音
楽
会
を

ソ
ウ
ル
な
ど
で
開
く

康
子
と
結
婚
。
康
子
は

武
者
小
路
の
従
妹

(

東
京
武
者
小
路
本
邸
）

１２月

さ
だ
こ

５月

さ
と
こ

２月１２月

２月３月

る
　
め
　
こ

な
お
や
す

５月

す
　
ず
　
こ

３月

る
　
め

ま
　
き
　
こ

む
ね
の
り

３月 『
白
樺
』
資
金
集
め
の
た
め

か 

ね 

こ

ふ 

さ 

こ

さ
と
み 

と
ん

あ
さ
か
わ
の
り
た
か

あ
さ
か
わ
た
く
み

き
し
だ
り
ゅ
う
せ
い

ち
　
え
　
こ

や
す
こ

し
ん
こ

た
き
い
こ
う
さ
く

あ
り
し
ま
た
け
お

「
白
樺
」
同
人
の
精
神
的

支
柱
の
有
島
武
郎
自
殺

な
つ
め
そ
う
せ
き

＜「白樺」 誕生、 そして新たなる出発へ－白樺文士の我孫子時代－＞　我孫子市白樺文学館監修

（
以
降
断
筆
）

１９１０年
（明治４３）

雑
誌
『
白
樺
』
創
刊

『
白
樺
』
に
初
め
て
発
表

（
論
文
『
近
世
に
於
け
る

基
督
教
神
学
の
特
色
』
）

『
新
し
き
科
学
』

『
網
走
ま
で
』

『
箱
根
山
』

『
剃
刀
』

『
彼
と
六
つ
上
の
女
』

『
速
夫
の
妹
』

『
「
そ
れ
か
ら
」
に
就
て
』

『
あ
る
家
庭
』

『
個
性
と
個
性
』

『
無
知
萬
歳
』

４月１１月

６月９月

ロダン特集号

４月５月６月９月１０月

４月５月７月９月

７月

５月
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７月

機
関
雑
誌
『
新
し
き
村
』

創
刊
村
」
根
戸
で

参考文献：雑誌『白樺』、『柳宗悦全集』筑摩書房、『志賀直哉全集』岩波書店、『武者小路実篤全集』小学館

“

”

志賀　直哉　Shiga, Naoya（１８８３～１９７１）

　作家。大正４年から１２年まで弁天山（現在の我孫子市緑）在住。  「小説の神様」とも称される。

雑誌 「白樺」 が今年で創刊１００年を迎えます。
　我孫子市民図書館（アビスタ内）

　　郷土コーナーで所蔵（館内閲覧）しています。

柳　宗悦　Yanagi, Muneyosi（１８８９～１９６１）

　民藝研究家。大正３年から１０年まで天神山（現在の我孫子市緑）在住。 日本民藝運動の創始者。

　日本民藝館設立。

武者小路　実篤　Mushanokoji, Saneatsu（１８８５～１９７６）

　作家。大正５年から７年まで根戸（現在の我孫子市根戸）在住。 「新しき村」を建設。

　我孫子市白樺文学館

白樺派カレーについて
　

雑誌『白樺』をご覧になる事ができる市内の施設

開館時間　午前９時３０分から午後４時３０分

住　　所　千葉県我孫子市緑 2-11-8（右図参照）

　　　　　電話０４－７１６９－８４６８　

入 館 料　一般・・２００円（高校生以上）、小・中学生・・１００円、小学生未満・・無料

休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日）、１２月２９日～１月３日、その他臨時休館日

　　　　　※来館者用駐車場はありません。

柳宗悦氏の夫人の兼子さんが陶芸家バーナードリーチの助言をうけて、隠し味に味噌を使ってカレーを作りま

した。食の研究家が当時の料理文献などを丹念に調べ「白樺派のカレー」として再現しました。図書館では関

連資料として『思い出すままに（柳兼子／談）』『バーナード・リーチ（式場隆三郎／編）』『白樺派のカレーご

案内』『白樺派のカレーランチョンマットVol1、Vol2』などの資料を所蔵しております。どうぞご利用ください。

白
樺
美
術
館
設
立
募
金

の
た
め
の
音
楽
会
を
開
催

白樺文学館
　（駐車場無）

アビスタ

駐車場

0 50ｍ

ドラック
 ストア

至 柏

（市民図書館） 至 手賀沼

みどりがんみょうりょくち

至 布佐
手賀沼ふれあいライン

白樺創刊10周年記念号

  緑雁明緑地
（志賀直哉邸跡）

  三樹荘(柳宗悦邸跡)



ブックフィルムコーティング講習会を開催しました。 

１０月２８日(水)湖北台分館、２９日(木)布佐分館、３０日(金)アビスタでブックフィルムコー 

ティング講習会を開催しました。はじめは、ぎこちなかった手つきも、２～３冊目にはだいぶ慣れ、

初めてとは思えない素晴らしい出来栄えでした。参加者の方々は大変満足されていたようです。 

 

 

 

職場体験実習生が来ました。 

市内や近隣の小学生～大学生が、夏休みに職場体験実習に来ました。

主な仕事として、配架（返却された本を書棚に戻す作業）や返却カウ

ンター業務を体験しました。実習生からは「返却本をコンピュータに

確実に入力するのが大変だった」「本を戻す棚を探すのが難しかった」

「裏方の仕事がたくさんあることがわかってびっくりした」などの感

想が寄せられました。 

図書館だより休刊のお知らせ 

「図書館だより」は、図書館のＰＲ紙として「より多くの市民に図書館サービスを知ってもらう」

ことを目的に、平成１０年１１月に第１号を発行いたしました。現在では市民の半数近くの皆様に

図書利用カードの登録をいただいており、当初の目的は、ある程度達成できたと受け止めております。 

このことを受け我孫子市全体の業務見直しの中で検討した結果、今回の３７号をもって休刊する

ことにいたしました。今後の図書館からのお知らせ等につきましては、図書館ホームページ、館内

掲示ポスターなどをご覧下さい。永らくのご愛読ありがとうございました。 

 

平成２２年５月１日（土）からリクエスト総受付件数を 
図書・雑誌１０冊まで、ＣＤ・カセット５点までと変更させていただきます。 
＜理由＞ 
・ 我孫子市では厳しい財政状況が続いており、図書などの購入予算も年々減少しています。 

・ 平成20年度のリクエスト受付件数は、ホームページ予約サービスを開始したこともあり、平

成16年度の約2倍となっています。そのため、ベストセラーなどリクエストが集中する図書

については100人待ちも珍しくありません。 

・ また、現状では20冊までリクエストが可能なため、貸出冊数以上に用意ができてしまい、人

気のある図書を長く取り置く状況にもなっております。 

以上のような状況から、より多くの利用者の方に人気のある図書を利用していただ

けるよう、リクエスト受付冊数を貸出冊数と同じ10冊（図書・雑誌）までとさせて

いただきます。ご理解ご協力をお願いいたします。 

湖北台分館（左）・布佐分館（中央）・アビスタ（右）での開催風景 

実習風景（配架作業） 


